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1　事業の概要

30年度

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)
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事業番号 09 06 01 事業改善シート （30年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

・就農体験研修、新規就農里親前基礎研修等の実施
・農ある暮らし入門研修の実施

農業大学校研修事業 4.00

noson@pref.nagano.lg.jp
総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標 【社会増減】、【就業率】

総合的に展開する
重点政策

2-4 収益性と創造性の高い農林業の推進

事　業　名 農業を支える新たな担い手を育てる事業
部局 農政部 課・室

現状
(予算編成時)

○基幹的農業従事者の高齢化が進行し、経営規模の縮小や離農が進んでいる。近年は全ての
産業で人材不足の傾向となり、本県農業・農村を維持・発展させていくためには、就農相談活動
や県農大、里親農業者での研修、関係機関・団体が一体となった就農促進活動などを進め、意
欲のある新規就農者の確保・育成を目指す必要がある。
○農家子弟を含めた新規就農者を、地域の営農活動や農村コミュニティでの重要な役割を担う
リーダーとして育成するため、青年農業者、先進的・企業的農業者、女性農業者等の多様な農業
経営者を育成・支援する必要がある。

30年度
決算額

984,812 千円

職員数 15.40 人

46人 50人 38人 未達成

未達成
合計（A) 1,201,170 1,262,759 1,397,728

Aの
財源

　一般財源 38,760 25,629

437,643 361,410

②
36,370

　県　債

農村振興課

実施期間 S45

目指す姿

就農相談活動や県農大、里親農業者での農業研修等により、円滑な就農を支援するとともに、関係機関・団体が一体となった就農促
進活動を進め、意欲のある新規就農者の確保・育成を目指す。また、これら農業者の経営発展を支援しながら、地域農業を担う中核
的経営体として育成し、農業・農村の振興と活性化に資する。

（主な実施内容：経営体育成支援事業、里親研修、農業経営士・農業士・農村生活マイスター認定、農業女子プロジェクトなど）

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 29年度 30年度 令和元年度 指標及びその達成状況

予
算
額 補正予算 -172,817 -91,332

① 新規就農者数 211人 250人 216人

農業リーダーの認定数

当初予算 1,307,474 1,250,340 1,165,957 目標値 成果

前年度繰越 66,513 103,751 231,771
No 成果指標 29年度

③
販売促進・交流促進活動に
取り組む女性農業経営者数

9人 40人 47人 達成

達成状況

9,200
経営体

備考
成果指標
設定理由

①　中核的経営体を安定的に確保・育成するため、将来の担い手となる「新
規就農者数（45歳未満）」を成果指標に設定
②　将来に渡って地域農業のリーダーとして活動することを目指して「認定
数」を成果指標に設定
　　（農業士、農業経営士、農村生活マイスターの年間認定数）
③　農業女子の経営発展に向け、販売促進・交流促進活動に取り組む「女性
農業経営者数」を成果指標に設定
④　将来にわたり農業生産を維持・発展させるため、次代を担い、本県農業
を支える経営体となる「中核的農業経営体の数」を成果指標に設定

　国庫支出金 331,192

9,707
経営体

達成

　その他 831,218 799,487 999,948

 決　　算　　額（B） 963,252 984,812

目標に対する

成果の状況

①　他産業における雇用情勢の回復などの影響により、目標を下回った。
②　対象者を明確化し、農業改良普及センター毎に掘り起こしを進めた結果、女性リーダーについては目標を上回ったものの、全体
では目標の約８割にとどまった。
③　農業女子の経営発展に向けた販促活動や能力開発支援、SNSによる信州農業の魅力や農業女子のライフスタイルのPR等に取り
組んだ結果、目標値を上回った。
④　新規就農里親支援事業、農業大学校研修事業、農業リーダー育成事業等により新規就農者などの確保・育成に取り組んだ結
果、目標値を上回った。

 概算事業費（B（A）+C） 1,071,819 1,111,369 1,544,830

108,567 126,557 147,102

概　算
人　件

費

 職員数（人） 13.40 15.40 17.90

 概算人件費 （Ｃ）

④ 中核的経営体数
9,372

経営体

No
プロジェクト

細事業名 30年度　実施内容（実績）
職員数 平成30年度

今後、事業を
どのようにし
ていきたいか

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

　本県の農業就業人口の減少と高齢化が進展する中、生産
力を維持するためには、新規就農者の確保や地域の農業リー
ダーの育成を図るともに、生産の大宗を担う中核的経営体の
経営能力向上と規模拡大に向けた農地集積の取組が必要。

　県内外から多様な就農希望者を呼び込み、相談から経営開始までを
習熟度に応じて支援する。
　就農者の定着、経営安定・発展に向けた研修のほか、農作業事故防
止に向けた巡回指導の強化や農業女子による就農・移住促進に向け
た信州農業・農村の魅力発信事業の拡充、経営目標の実現を目指す
経営体の経営能力向上研修等に取り組む。

農業リーダー育成事業
・農業リーダーの認定・育成、販売PR活動への支援
・信州農業MBA研修の開催

3.20 10,434 7,950 12,540

令和元年度
No （人） （当初） （決算） （当初）

新規就農里親支援事業
・新規就農希望者が就農を決断するための短期研修を実施
・里親農業者による就農に向けた研修を実施

1.50 19,122 14,658 17,161

就農サポート事業
・新規就農相談活動への支援、デジタル農活信州運営
・農業研修生の受入及び就農に向けた研修期間中の生活安
定と就農直後の経営確立を支援するための資金の交付

1.90 1,081,765 778,567 1,002,294

農ある暮らし応援事業 10,898

NAGANO農業女子ステップ
アップ支援事業

・農業女子の経営発展に向けた販促活動や能力開発等を支
援
・将来の移住・就農につなぐ交流イベントや就農フェアを開催

0.30 2,927 2,397 3,698

5,602

- -

5,885

-

4,582

-

経営体育成支援事業
・地域農業の担い手となる経営体を育成するため、経営規模
拡大等を図るために必要な農業用機械等の導入を支援

2.50 123,861 173,316 113,083

農業トップランナー応援事業
・県下の農業トップランナー等のPRや、雇用経営に向けた人
材育成等を支援

2.00 6,346 3,342 681

合計 15.40 1,250,340 984,812 1,165,957
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29年度

農業リーダー育成事業 農業リーダー認定事業
直
接

農業経営士、農業士、農村生活マイスター認定に係る事
前研修会及び認定会議の開催

認定研修会の開催（農業経営士１回、農業士５回、農村
生活マイスター５回）、認定会議の開催

計画通り
○

159 159 159 124

農業リーダー育成事業 農業リーダー育成研修事業
直
接

青年農業者及び農村女性の育成・活動等の支援
青年農業者、女性農業者等を対象とした研修会の開催
（研修252回、参加者数のべ3,405名）

計画通り
○

3,478 2,722 2,722 2,119

農業リーダー育成事業 農業者販売ＰＲ活動実践事業
直
接

農産物販売実践支援事業の実施及び農村女性フェスティ
バルの開催

農産物販売実践支援事業の実施（１回）、農村女性フェ
スティバルの開催（１回）

計画通り
○

608 608 608 473

農業リーダー育成事業 信州農業MBA研修事業
直
接

農業経営研修会の開催
農業経営研修会を開催（11月～３月）
（修了生14名、研修８回実施）

計画通り
○

6,602 4,047 4,043 2,974

農業リーダー育成事業 農作業安全推進事業
直
接

農作業安全の啓発 農作業安全の街頭啓発等（年２回）
計画通り

○
100 100 100 78

農業リーダー育成事業 物件費
直
接

県が事業を実施するために要する経費 当該事業実施にあたり必要な職員旅費、会議室使用料等
計画通り

○
2,802 2,802 2,802 2,182

就農サポート事業 新規就農サポート事業
補
助
金

新規就農相談活動に対する支援(相談員の設置)
補助先((公社)長野県農業担い手育成基金)

新規就農相談活動に対する支援(相談員の設置１名)
補助先：(公社)長野県農業担い手育成基金

計画通り
○

1,080 1,080 1,080 1,080

就農サポート事業 新規就農サポート事業
委
託

デジタル農活信州の運営管理
委託先((公社)長野県農業担い手育成基金)

デジタル農活信州の運営管理
委託先：(公社)長野県農業担い手育成基金

計画通り
○

903 903 903 903

就農サポート事業 物件費
直
接

県が事業を実施するために要する経費 当該事業実施にあたり必要な職員旅費、会議室使用料等
計画通り

○
950 848 848 707

就農サポート事業 就農促進プロジェクト事業
直
接

・地域就農促進プロジェクト協議会の設置
・プロジェクト会議の開催
・情報交換会、支援セミナーの開催
・新規就農者巡回指導の実施

・地域就農促進プロジェクト協議会の設置（10か所）
・プロジェクト会議の開催（10か所）
・情報交換会、支援セミナーの開催（10か所）
・新規就農者巡回指導の実施（10か所）

計画通り
○

2,133 1,979 1,979 1,650

就農サポート事業
農業の魅力発見・体験研修支援事
業

補
助
金
・
直
接

・農業研修生の受入・指導
・農業の魅力発見セミナーの開催
補助先（長野県農業経営者協会、長野県農業法人協会）

・農業研修生の受入　178名
・農業の魅力発見セミナー　10校、15回、630名参加
補助先：長野県農業経営者協会、長野県農業法人協会

計画通り
○

947 947 947 810

就農サポート事業 農業次世代人材投資事業

補
助
金
・
直
接

・就農前の研修生に対する資金交付
・就農直後の新規就農者に対する資金交付
補助先（市町村）

・就農前の研修生に対する資金交付（99人）
・就農直後の新規就農者に対する資金交付（470人）
補助先：63市町村

計画通り
○

1,073,357 1,062,920 1,062,920 -281,108 772,024

就農サポート事業 農業経営者育成教育事業

補

助

金

・

直

接

研修機関の教育ｶﾘｷｭﾗﾑ作成等
補助先（教育機関）

補助を予定していた教育機関において、教育カリキュラ
ムを見直し自己負担により行うこととしたため、未実
施。

未実施
×

10,437 11,236 11,236 -11,236 0

就農サポート事業 農業の未来の担い手支援事業

直
接
・
委
託

農業者団体、教育機関等と連携し、将来就農を目指す中
高生等を支援（就農ガイドブック作成、就農支援説明
会）

・中高生向け就農ガイドブックの作成（10,000部）
・農業高校での出前講座（６校）

計画通り
○

0 9,502 1,852 1,393

新規就農里親支援事業 就農相談の実施
直
接

県内外での新規就農相談会の実施
県内外での新規就農相談会27回実施
（相談者数290人）

計画通り
○

1,104 1,616 1,616 1,239

新規就農里親支援事業 里親研修
直
接

・就農希望者を受け入れ、栽培技術指導や就農支援を行
う里親農業者に対して指導謝金を交付し活動を支援
・就農を決断するためのトライアル研修の実施
・研修生が経営について学ぶ集合研修の開催

・就農希望者を受け入れ、栽培技術指導や就農支援を行
う里親農業者に対して指導謝金を交付し、その活動を支
援（継続32人、新規58人）
・就農を決断するためのトライアル研修の実施
　（７人、49日）
・研修生が経営について学ぶ集合研修の開催（１回）

計画通り
○

17,466 17,379 17,379 -3,117 13,322

新規就農里親支援事業 里親登録
直
接

就農希望者の就農を積極的に支援する、意欲ある農業経
営体を公募し、「里親農業者」として登録

就農希望者の就農を積極的に支援する、意欲ある農業経
営体を公募し、「里親農業者」として登録
（新規32人、更新34人）

計画通り
○

127 127 127 97

新規就農里親支援事業 果樹経営起業準備支援事業
補
助
金

－ － － 11,000 - - -

2

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

2

1

細事業
No

1

1

1

1

項目

実
施
方
法

30年度　実施内容（予定）

事業番号
事　業　名

細事業名

30年度

30年度　実施内容（実績）
当初
(千円)

要求
(千円)

農政部 農村振興課課・室農業を支える新たな担い手を育てる事業

30年度
実施
状況

部局

1

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3
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29年度

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

細事業
No

項目

実
施
方
法

30年度　実施内容（予定）

事業番号
事　業　名

細事業名

30年度

30年度　実施内容（実績）
当初
(千円)

要求
(千円)

農政部 農村振興課課・室農業を支える新たな担い手を育てる事業

30年度
実施
状況

部局

農業大学校研修事業 新規就農支援研修
直
接

・新規就農里親前基礎研修
・就農体験研修

・新規就農里親前基礎研修（５人）
・就農体験研修（53人）

計画通り
○

2,459 2,459 2,459 1,915

農業大学校研修事業 農業技術力向上支援研修
直
接

・農業経営技術スキルアップ研修
・農業機械利用技能研修（大特他）
・農業機械利用技術向上研修（刈払機他）
・農作業安全推進研修

・農業機械利用技能研修（大特他）（262人）
・農業機械利用技術向上研修（刈払機他）（33人）
・農作業安全研修（55人）

計画通り
○

2,123 2,123 2,123 1,653

農業大学校研修事業 農とのふれあい研修
直
接

・農ある暮らし入門研修
・親子・児童農業体験研修
・企業等農業体験研修

・農ある暮らし入門研修（138人）
・農業体験研修（157人）

計画通り
○

880 1,726 1,303 1,014

長野でかがやく農業女子応援事業 長野でかがやく農業女子応援事業
委
託

－ － － 3,011 - - -

長野でかがやく農業女子応援事業 長野でかがやく農業女子応援事業
直
接

－ － － 1,593 - - -

ＮＡＧＡＮＯ農業女子ステップ
アップ支援事業

ＮＡＧＡＮＯ農業女子ステップ
アップ支援事業

直
接
・
委
託

・若手女性農業者の育成と経営発展支援
・農業女子による移住・就農促進

・農業女子によるマルシェ活動等への支援
　（９グループ）
　補助先：長野県再生協議会
・企画会議（２回）、スキルアップセミナー（２回）の
開催
・就農相談会の実施（２回）
・農業女子・男子の交流イベントの実施（１回）
　委託先：(株)リクルート

計画通り
○

0 5,100 2,927 2,397

農業トップランナー応援事業 農業トップランナー応援事業
委
託

本県の農業トップランナー等の魅力を発信するため、PR
動画の作成を行う

・信州農業トップランナー動画（12本）の作成
・テレビ特別番組の放送（30分１回）

計画通り
○

0 6,000 3,000 2,997

農業トップランナー応援事業 農業トップランナー応援事業
直
接

・農業現場の働き方改革を目指すため、トップランナー
育成研修会を開催
・トップランナーを支える雇用人材の確保するため、就
業相談会へ参画

・トップランナー研修会の開催（３回）
・就農相談会への参画（３回）

計画通り
○

0 4,800 3,346 -3,000 345

経営体育成支援事業 経営体育成支援事業
補
助
金

地域農業の担い手となる経営体を育成するため、経営規
模拡大等を図るために必要な農業用機械等の導入を支援
補助先（市町村）

・〔前年度繰越分〕農業機械・施設の整備（15経営体）
　補助先：10市町村
・農業機械・施設の整備（30経営体）
  補助先：21市町村
・台風で被災した農業機械・施設の復旧（35経営体）
　補助先：９市町村

計画通り
○

163,615 120,622 120,622 207,129 170,709

経営体育成支援事業 経常経費
直
接

農業経営体育成の支援に要する経費 振興局におけるヒアリング実施にかかる燃料費等
計画通り

○
540 540 540 127

経営体育成支援事業 農業構造改善事業
直
接

過去に市町村が補助事業で整備した農業用施設の財産処
分に伴う国庫返還

財産処分に伴う国庫返還（１件）
計画通り

○
0 2,699 2,699 2,480

1,307,474 1,265,044 1,250,340 -91,332 984,812合　　　　計
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